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86
秋の企画展

わくわく！化石大集合
｜よみがえる300万年前のふくしま｜



■
秋
の
企
画
展
「
わ
く
わ
く
！
化
石
大
集
合―

よ
み
が
え
る
300
万
年
前
の
ふ
く
し
ま―

」
は
、
一
〇
月
六
日
（
土
）
〜
一
一
月
二
五
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
・
大
学
生
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
）
／
高
校
生
三
〇
〇
円
（
二
四
〇
）
／
小
中
学
生
二
〇
〇
円
（
一
六
〇
）（　
　

）
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

（表紙右上）ブンブクチャガマのなかま　Linthia sp.
（左上）ユキノカサ　Acmaea pallida
（左中）エゾボラのなかま　Neptunea antiqua
（左下）ディココエニアのなかま　Dichiocoenia sp.

（右上）センダイゾウ　Trilophodon sendaicus
新第三紀鮮新世前期　竜の口層　宮城県仙台市青葉区
東北大学総合学術博物館蔵

（右下）マクラガイ　Oliva mustelina
新第三紀鮮新世　掛川層群　静岡県掛川市
東北大学総合学術博物館蔵

（左上）アシカ類？のなかま（肋骨）Otariidae gen. et sp. indet.
新第三紀鮮新世後期　富岡層　富岡町小良ヶ浜　個人蔵

（左中）フジツボのなかま　Balanus sp.
新第三紀鮮新世後期　カルーサハチェ層　アメリカ合衆国フロリダ州
館蔵

（左下）エゾタマキガイ　Glycymeris yessoensis
新第三紀鮮新世後期　富岡層　富岡町小良ヶ浜
平宗雄氏蔵

わ
くわ
く！
化
石
大
集
合
―
よ
み
が
え
る
300
万
年
前
の
ふ
く
し
ま
―

秋
の
企
画
展

会
期　
10
月
6
日（
土
）〜
11
月
25
日（
日
）

　

今
か
ら
300
万
年
前
頃
の
時
期
は
、
地
質
時
代
で
新
第
三
紀
鮮
新
世
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
後
半
に
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
を

つ
な
ぐ
パ
ナ
マ
地
域
が
陸
地
と
な
り
、
太
平
洋
と
大
西
洋
の
海
流
が
隔

て
ら
れ
て
、
北
極
の
氷
河
（
氷
床
）
が
大
規
模
に
広
が
る
な
ど
、
地
球

規
模
の
大
き
な
環
境
変
化
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
頃
、
日
本
列
島
で
は
山
脈
の
姿
が
次
第
に
は
っ
き
り
と
し
て
き
て
、

現
在
の
地
形
の
骨
組
み
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
陸
上
火
山
活
動
も

盛
ん
に
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

福
島
県
内
の
浜
通
り
地
域
に
は
、
ク
ジ
ラ
な
ど
海
に
住
む
哺
乳
類
や

貝
な
ど
の
化
石
、
ま
た
、
会
津
地
域
に
は
当
時
の
森
林
の
よ
う
す
を
示

す
植
物
化
石
な
ど
、
こ
の
時
代
の
海
や
陸
地
の
よ
う
す
を
示
す
自
然
史

記
録
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、
浜
通
り
か
ら
は
、

ア
シ
カ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
鰭
脚
類
の
化
石
も
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
時
代
の
ゾ
ウ
の
キ
バ
の
化
石
は
、
県
内
で
は
初

め
て
の
発
見
で
す
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ら
の
化
石
や
岩
石
な
ど
の
資
料
に
基
づ
い

て
、
鮮
新
世
の
ふ
く
し
ま
の
自
然
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

関
連
行
事

○
記
念
講
演
会

「
ふ
く
し
ま
に
も
い
た
！
ア
シ
カ
・
オ
ッ
ト
セ
イ

―
浜
通
り
の
化
石
に
見
る
鮮
新
世
の
哺
乳
類
」

講
師　

国
立
科
学
博
物
館
研
究
主
幹

甲
能
直
樹
さ
ん

日
時　

一
一
月
三
日（
土
）
午
後
一
時
半
〜
三
時

○
展
示
解
説
会

講
師　

当
館
学
芸
員　

相
田
優

日
時　

一
〇
月
七
日
（
日
）、
二
一
日
（
日
）、

一
一
月
三
日
（
土
）、
二
五
日
（
日
）

＊
一
一
月
三
日
は
、
三
時
一
五
分
か
ら
。

そ
れ
以
外
は
午
後
一
時
半
か
ら
。

鮮
新
世
っ
て
、
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
？

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
―
鮮
新
世
と
は
？

展
示
内
容

Ⅰ
．
海
の
よ
う
す
と
海
の
生
き
物

１
．
鮮
新
世
の
海
の
哺
乳
類

（
１
）
ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ

（
２
）
ア
シ
カ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
た
ち

２
．
貝
化
石
が
語
る
鮮
新
世
の
海
の
環
境

（
１
）
鮮
新
世
の
貝
化
石
と
海
の
古
気
候

（
２
）
浜
通
り
地
域
の
貝
化
石
と
海
の
古
気
候

Ⅱ
．
森
の
よ
う
す
と
陸
の
古
気
候

（
１
）
陸
の
哺
乳
類
化
石

（
２
）
陸
上
火
山
の
噴
火

（
３
）
植
物
化
石
と
陸
の
古
気
候

アケボノゾウ
Stegodon aurorae（複製）
新第三紀鮮新世後期

蒲生層
滋賀県多賀町

飯田市美術博物館蔵
写真提供：多賀町立博物館

ゾウのキバ
Proboscidea gen.et sp.indet.
新第三紀鮮新世後期
富岡層
富岡町小良ヶ浜
平宗雄氏蔵

ウミサソリ
Eurypterus remipes
シルル紀
フィドラーグリーン層
アメリカ合衆国
ニューヨーク州
館蔵

第２部

みる・さわる世界の化石
　世界の化石を集めた第２部。古生代の
三葉虫、中生代のアンモナイトや恐竜の
骨、新生代のゾウの化石など、過去５億
年以上にわたる生物の歴史を語る証拠品
をご紹介します。日本では見つからない
めずらしい化石もたくさん！化石にさわ
れるコーナーもあります！
　みんなで見に来て、さわりに来てね！



回
答
者

自
然
担
当

竹
谷
陽
二
郎

Ｑ
：
ク
ジ
ラ
の
祖
先
は
陸
上
で
生
活
し
て
い
た
と
い
う
の
は

ほ
ん
と
う
で
す
か
？

Ａ
：
現
在
の
海
に
は
た
く
さ
ん
の
ク
ジ
ラ
が
泳
い
で
い
ま
す

が
、
ク
ジ
ラ
は
魚
類
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
人
間
と
同
じ
く

れ
っ
き
と
し
た
ホ
乳
類
で
す
。
ク
ジ
ラ
類
は
現
在
八
五
種
が

知
ら
れ
て
お
り
、
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
類
が
一
五
種
、
残
り
七
〇
種

が
ハ
ク
ジ
ラ
類
で
す
。
イ
ル
カ
は
小
型
の
ハ
ク
ジ
ラ
を
指
す

一
般
的
な
呼
び
方
で
す
。

　

最
古
の
ク
ジ
ラ
と
さ
れ
て
い
る
化
石
は
、
お
よ
そ
五
千
万

年
前
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
パ

キ
ケ
タ
ス
（
パ
キ
ス
タ
ン
の
ク
ジ
ラ
と
い
う
意
味
）
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
体
長
二
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
、
オ
オ
カ
ミ
の

よ
う
な
外
見
で
、
ヒ
ヅ
メ
の
あ
る
四
本
の
足
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
陸
上
を
歩
い
て
い
た
哺
乳
類
が
な
ぜ
ク
ジ
ラ
の

祖
先
か
と
い
う
と
、
ク
ジ
ラ
と
同
じ
厚
い
耳
骨
を
持
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
ク
ジ
ラ
は
、
音
と
し
て
水
中
を
伝
わ
る
振
動

を
、
骨
に
伝
え
骨
そ
の
も
の
を
振
動
さ
せ
て
聞
く
た
め
、
厚

く
緻
密
な
耳
の
骨
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
陸
上
で
生
活

す
る
パ
キ
ケ
タ
ス
が
ど
の
よ
う
に
音
を
聞
い
た
か
に
つ
い
て

は
、
長
い
下
顎
を
地
面
に
つ
け
て
、
足
音
な
ど
の
振
動
を
耳

骨
に
伝
え
て
聞
い
た
と
い
う
、
お
も
し
ろ
い
仮
説
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

パ
キ
ケ
タ
ス
を
含
め
て
、
初
期
の
ク
ジ
ラ
は
原
鯨
類
（
ム

カ
シ
ク
ジ
ラ
類
）
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
鯨
類
は

テ
チ
ス
海
（
現
在
の
イ
ン
ド
か
ら
地
中
海
に
か
け
て
広
が
っ

て
い
た
海
）
に
進
出
し
ま
し
た
。
原
鯨
類
は
、
四
肢
を
持
ち
、

歯
も
切
歯
・
犬
歯
・
臼
歯
の
区
別
が
あ
る
な
ど
、
陸
上
で
発

展
し
た
哺
乳
類
の
形
質
を
多
く
残
し
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
、
前
足
は
海
を
泳
ぐ
た
め
に
便
利
な
ヒ
レ
状
に
な
り
、
後

足
は
極
端
に
小
さ
く
な
り
、
流
線
型
の
外
形
を
も
つ
に
い
た

り
ま
す
。
水
面
で
呼
吸
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
鼻
の

位
置
が
頭
の
頂
上
の
方
へ
移
動
し
て
い
き
ま
し
た
。
歯
に
つ

い
て
は
、
切
歯
・
犬
歯
・
小
臼
歯
・
大
臼
歯
の
区
別
が
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
の
ハ
ク
ジ
ラ
類
の
歯
の
よ
う
に
同
じ
形
の

円
錐
形
の
歯
（
同
形
歯
性
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
理
由
は
、

ほ
と
ん
ど
の
え
さ
（
魚
や
イ
カ
な
ど
）
は
丸
呑
み
さ
れ
る
の

で
、
噛
み
砕
く
必
要
が
な
い
た
め
で
す
。
歯
の
代
わ
り
に
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を
濾
し
取
っ
て
食
べ
る
の
に
都
合
の
良
い

鯨
ヒ
ゲ
を
持
つ
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
類
も
登
場
し
ま
し
た
。
ヒ
ゲ
ク

ク
ジ
ラ
の
祖
先

夏
の
企
画
展

「
樹
と
竹
―
列
島
の
文
化
、

北
か
ら
南
か
ら
―
」

関
連
事
業

◎
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
一
九
年
七
月
二
二
日
（
日
）

「
樹
と
竹
」

パ
ネ
ラ
ー　

物
質
文
化
研
究
所
一
芦
舎
代
表　
名
久
井
文
明
さ
ん

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
学
芸
課
長　
川
野
和
昭
さ
ん

当
館
学
芸
員　
佐
々
木
長
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

当
館
館
長　
赤
坂
憲
雄

　

平
成
一
九
年
度
夏
の
企
画
展
「
樹
と
竹
―
列
島
の
文
化
、

北
か
ら
南
か
ら
―
」
は
、
七
月
二
一
日
（
土
）
か
ら
九
月
一

七
日
（
月
・
祝
）
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
落
葉
広
葉

樹
林
の
ブ
ナ
林
と
照
葉
樹
林
の
竹
林
、
樹
皮
民
具
と
竹
の
民

具
と
の
比
較
な
ど
、
北
の
文
化
と
南
の
文
化
と
の
比
較
か
ら

日
本
列
島
の
文
化
を
見
よ
う
と
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
黎
明
館
と
共
同
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

同
展
を
記
念
し
て
行
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
樹
と
竹
」
で

は
、
赤
坂
館
長
よ
り
、
日
本
列
島
の
文
化
に
は
、
北
と
南
、

東
と
西
と
い
く
つ
も
の
日
本
・
東
北
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
が
多
重
に
存
在
し
て
お
り
、
企
画
展
「
樹
と
竹
」
は
、
北

と
南
の
植
生
か
ら
民
具
を
通
し
て
文
化
を
見
よ
う
と
す
る
も

の
だ
と
い
う
、
展
示
趣
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
を
証
明
す
べ
く
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

名
久
井
さ
ん
か
ら
は
、
北
国
の
樹
皮
製
民
具
の
起
源
に
つ

い
て
、
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
籠
の
編
み
方
・
編
み
目
な
ど

を
中
心
に
お
話
が
あ
り
、
ま
た
現
存
す
る
籠
類
と
の
比
較
か

ら
そ
の
技
術
の
変
遷
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
佐
賀
県

の
東
名
遺
跡
出
土
の
七
千
年
前
の
編
み
カ
ゴ
に
六
ツ
目
編
み

が
存
在
し
て
お
り
、
現
在
の
籠
製
作
技
術
が
確
立
し
て
い
た

こ
と
を
、
民
具
と
の
比
較
か
ら
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

土
器
以
前
に
は
樹
皮
容
器
が
煮
炊
き
に
使
わ
れ
た
の
で
な
い

か
と
い
う
仮
定
に
、
自
ら
実
験
を
試
み
た
樹
皮
の
鍋
の
存
在

の
可
能
性
も
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
野
さ
ん
は
、
北
の
皮
箕
と
南
の
竹
箕
を
紹
介
し
た
後
、

皮
箕
の
製
作
方
法
で
あ
る
折
り
返
し
の
技
法
が
、
南
の
竹
箕

に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
南
九
州
で
は
、
折
り
返
し

に
よ
る
竹
箕
を
製
作
さ
れ
た
人
た
ち
が
差
別
視
さ
れ
た
こ
と

を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
鹿
児
島
か
ら
南

に
見
ら
れ
る
円
形
箕

お
よ
び
折
り
返
し
の

な
い
片
口
箕
に
は
、

差
別
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
げ
て
い
ま

す
。
北
の
片
口
箕
と

南
の
円
形
箕
か
ら
、

箕
が
語
る
東
ア
ジ
ア

の
文
化
を
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

　

佐
々
木
は
、
会
津

地
方
の
樹
皮
製
民
具

を
紹
介
し
な
が
ら
、

北
国
の
樹
皮
文
化
の

存
在
を
解
説
し
ま
し

た
。
南
会
津
地
方
の

シ
ナ
糸
か
ら
み
の
十

字
形
の
ヒ
シ
ギ
（
菱

木
）
が
、
秋
田
市
と

ア
イ
ヌ
民
族
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
シ
ナ
織
り
の
衣

類
の
存
在
な
ど
、
会
津
地
方
の
樹
皮
製
民
具
と
東
北
・
北
海

道
地
方
の
民
具
と
の
比
較
照
合
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
系
譜

は
、
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
白
樺
製
民
具
に
も
た
ど
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
も
、
名
久
井
さ
ん
の
研
究
に
依
り
な
が
ら
発
表

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
の
ち
、
聴
講
者
の
方
々
か
ら
の
質
問

と
そ
れ
に
対
す
る
解
説
な
ど
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
箕
の
使
用
方
法
の
具
体
的
な
体
験
、
鮭
・
鱒
の
漁

具
の
文
化
的
価
値
と
そ
の
使
用
分
布
な
ど
、
北
と
南
の
文
化

の
相
違
な
ど
、
展
示
を
通
し
て
の
質
疑
が
多
く
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

◎
記
念
講
演
貝

平
成
一
九
年
七
月
二
九
日
（
日
）

「
も
う
二
つ
の
日
本
文
化
」

講
師　

福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
館
長　
藤
本
強
さ
ん

　

藤
本
さ
ん
は
、
北

の
文
化
・
南
の
文
化

と
そ
れ
ら
に
接
す
る

「
ボ
カ
シ
の
地
帯
」

と
い
う
構
想
の
も
と
、

列
島
文
化
に
お
け
る

い
く
つ
も
の
文
化
を

わ
か
り
や
す
く
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

■
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
記
念
講
演
会
に
よ
り
、
日
本
列
島

に
は
い
く
つ
も
の
文
化
が
多
重
に
構
成
さ
れ
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
こ
と
が
紹
介
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
民
俗
担
当　

佐
々
木
長
生
）ミンククジラ全身骨格　現生　岩手県立博物館蔵

ジ
ラ
類
は
、
水
中
で
は
重
力
を
支
え
る
必
要
が
な
い
た
め
巨

大
化
し
、
地
球
史
上
、
動
物
と
し
て
最
大
の
大
き
さ
（
体
長

三
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
も
つ
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ク
ジ
ラ
類
は
実
に
巧
妙
に
海
洋
で
の
生
活

に
適
応
し
、
海
洋
に
自
分
た
ち
の
楽
園
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
代
を
中
心
に
、
人
類
に
よ
る
油
や
食
用

と
し
て
の
捕
鯨
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
ク
ジ
ラ
の
数
が
激

減
し
、
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま

す
。

　

一
〇
月
六
日
に
開
催
さ
れ
る
企
画
展
「
わ
く
わ
く
！
化
石

大
集
合　

―
よ
み
が
え
る
三
〇
〇
万
年
前
の
ふ
く
し
ま
―
」

で
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
三
〇
〇
万
年
前
に
生
息
し
て
い
た
生

物
の
化
石
を
展
示
し
ま
す
。
東
北
地
方
か
ら
発
見
さ
れ
た
ク

ジ
ラ
の
化
石
も
多
数
展
示
し
ま
す
の
で
、
ク
ジ
ラ
の
過
去
と

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。



冬
の
展
示

南
会
津
の
地
図
・
絵
図
展

　

八
月
三
〇
日
、「
尾
瀬
国
立
公
園
」
が
誕
生
し
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
日
光
国
立
公
園
か
ら
独
立
し
た

尾
瀬
地
域
に
、
会
津
駒
ヶ
岳
や
、
田
代
山
・
帝
釈
山

周
辺
が
加
わ
っ
た
自
然
公
園
で
す
。
尾
瀬
の
湿
原
や

南
会
津
の
山
々
は
、
江
戸
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
姿

を
見
せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
地
域
を
含
む
南
会
津
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の

山
や
川
あ
る
い
は
村
の
よ
う
す
を
描
い
た
多
彩
な
地

図
・
絵
図
類
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル

な
展
示
品
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
南
山
御
蔵
入

領
と
呼
ば
れ
た
、
こ
の
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
人
び

と
の
多
様
な
生
業
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
は
、
福
島
市
に
あ
る
福
島
県
歴
史
資
料

館
と
の
共
催
で
、
同
館
の
収
蔵
品
の
中
か
ら
特
色
の

あ
る
も
の
を

選
び
、
当
館

の
収
蔵
品
も

一
部
加
え
て

展
示
公
開
し

ま
す
。

（
歴
史
担
当　

高
橋
充
）

■
冬
の
展
示
は
、
平
成
二
〇
年
一
月
一
九
日
（
土
）
か
ら
二
月
二
四
日
（
日
）
ま
で

研
究
ノ
ー
ト

松
平
定
信
と
「
写
し
」

小
林
め
ぐ
み　

美
術
担
当

　

複
製
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
綿
密
に
資
料
の
調
査
を
す

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
材
料
は
何
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な

技
法
で
ど
ん
な
手
順
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

が
語
り
か
け
て
く
る
生
い
立
ち
を
読
み
取
り
、
で
き
る
だ
け

そ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
は
、
真
に
そ
の
資
料
を
理
解
す
る
た

め
の
有
効
な
手
段
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
白
河
藩
主
で
あ
り
、
幕
府
老
中
と
し
て

も
活
躍
し
た
松
平
定
信
は
、
い
く
つ
か
古
い
物
の
複
製
を
作

ら
せ
て
い
ま
す
。
白
河
市
に
あ
る
鹿
島
神
社
が
所
蔵
す
る

「
楯

た
て
な
し
の
よ
ろ
い
う
つ
し

無
鎧
写
」
は
、
そ
の
代
表
例
で
し
ょ
う
。
甲
斐
の
武
田

家
伝
来
の
「
楯
無
鎧
」
は
、
楯
も
い
ら
な
い
ほ
ど
堅
固
で
あ

る
と
い
う
そ
の
名
の
通
り
優
れ
た
甲
冑
と
し
て
古
来
名
高
い

も
の
で
す
。
武
田
信
玄
に
よ
っ
て
菅か

ん

田だ

天
神
社
に
奉
納
さ
れ
、

現
在
も
、
国
宝
と
し
て
山
梨
県
塩
山
市
に
あ
る
同
社
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
模
し
て
、
定
信
が
寛

政
七
年
（
一
七
九
五
）
頃
に
作
ら
せ
た
の
が
「
楯
無
鎧
写
」

な
の
で
す
。

　

製
作
に
あ
た
っ
た
明
珍
宗
政
・
宗
妙
と
い
う
甲
冑
師
は
、

そ
の
数
年
前
に
江
戸
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
楯
無
鎧
の
修
理
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
折
の
調
査
と
経
験
に
基

づ
い
て
、「
写
し
」
の
製
作
が
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
修
理
し
な
が
ら
、
そ
の
材

質
や
技
術
を
探
り
、
で
き
る
だ
け
同
じ
方
法
で
複
製
を
作
る
。

こ
の
一
連
の
作
業
は
、
定
信
た
ち
か
ら
も
遠
い
時
代
で
あ
っ

た
平
安
時
代
の
甲
冑
に
対
す
る
、
優
れ
た
研
究
活
動
で
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

同
じ
よ
う
に
古
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
写
し
て
作
ら
せ
た
可
能

ト
ピ
ッ
ク
ス

博
物
館
が
や
っ
て
き
た
!!
―
県
立
博
物
館
収
蔵
庫
の
ヒ
・
ミ
・
ツ
―

性
が
あ
る
資
料
が
、
旧
蔵
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
近
年
県
立

博
物
館
の
収
蔵
品
と
な
り
ま
し
た
。
定
信
に
仕
え
た
刀
工
・

手て

柄が
ら

山や
ま

正ま
さ

繁し
げ

に
よ
る
「
小こ

が
ら
す
ま
る

烏
丸
写
し
の
脇わ

き

差ざ
し

」
で
す
。

　
「
小こ

が
ら
す
ま
る
の
た
ち

烏
丸
太
刀
」
は
、
平
家
伝
来
の
名
刀
と
し
て
『
平
家

物
語
』
に
も
記
述
の
あ
る
太
刀
で
す
。
源
平
の
合
戦
で
平
家

が
滅
亡
し
た
後
、
所
在
不
明
で
あ
っ
た
も
の
が
、
江
戸
時
代

に
入
っ
て
平
家
の
末
流
で
あ
る
伊
勢
家
の
所
蔵
品
と
し
て
再

び
世
に
現
れ
ま
し
た
。
伊
勢
家
当
主
に
よ
り
、
三
代
将
軍
家

光
、
八
代
将
軍
吉
宗
、
一
一
代
将
軍
家
斉
の
台
覧
に
も
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
に
対
馬
の
宗
家
の
手
に
渡
り
、
さ

ら
に
明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
て
、
現
在
は
御ぎ

ょ

物ぶ
つ

と
し
て
宮
内

庁
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
高
い
名
刀
を
写
し
て
、
手
柄
山
正
繁
が
脇
差
を
鍛

え
た
の
は
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
の
こ
と
。
正
繁
は
、

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
二
代
氏
繁
と
い
う
刀
工
の
次

男
と
し
て
姫
路
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

に
定
信
の
お
抱
え
と

な
り
、
以
降
江
戸
で
活

動
、
文
政
一
三
年
（
一

八
三
〇
）
に
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。「
小
烏
丸

写
し
の
脇
差
」
を
作
っ

た
の
は
、
五
三
歳
の
時

で
し
た
。

　

長
い
両も

ろ

刃は

の
鋒

き
っ
さ
きな

ど

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
特
徴
を

踏
ま
え
て
い
ま
す
が
、

全
体
に
対
す
る
両
刃
部

分
の
割
合
や
反
り
な
ど

が
異
な
り
、
正
繁
が

作
っ
た
「
小
烏
丸
写
し
」

は
、
全
く
の
複
製
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大

き
さ
も
長
さ
六
二
・
七
㎝
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
か
な
り
小
さ

く
な
り
、
長
さ
四
八
・
〇
㎝
の
脇
差
へ
と
そ
の
形
態
を
変
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
違
い
は
平
安
時
代
の
古
刀
を
江
戸
時
代
に
写
す

こ
と
の
技
術
的
な
難
し
さ
の
た
め
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
い
は
写
し
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
き
ち
ん
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
と
も
、
試
験
的
に
小
烏
丸
太
刀
の
脇
差
版
を
作
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
主
君
で
あ
る
定
信
が
、
写
し
の
製
作
に
ど
の
程

度
関
わ
っ
た
の
か
も
含
め
て
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
脇
差　

銘 

手
柄
山
甲
斐
守
正
繁
」
は
一
一
月
一
八
日
ま

で
テ
ー
マ
展
「
け
ん
ぱ
く
の
宝
―
県
博
収
蔵
美
術
工
芸
資
料

展
」
で
収
蔵
後
初
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

　

博
物
館
の
奥
ふ
か
く
・
・
・
収
蔵
庫
と
よ
ば
れ
る
部
屋
に
は
、
た

く
さ
ん
の
ヒ
ミ
ツ
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
絶
対
み
ら
れ
な
い
、

そ
ん
な
ヒ
・
ミ
・
ツ
を
少
し
だ
け
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

展
示
構
成　

〜
収
蔵
庫
５
つ
の
ヒ
ミ
ツ
〜

そ
の
①　

古
墳
の
ヒ
ミ
ツ
が
入
っ
て
ま
す
。

そ
の
②　

い
い
も
の
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
ま
す
。

そ
の
③　

こ
ん
な
も
の
ま
で
入
っ
て
ま
す
。

そ
の
④　

集
め
る
情
熱
入
っ
て
ま
す
。

そ
の
⑤　

ホ
ン
モ
ノ
そ
っ
く
り
入
っ
て
ま
す
。

平
成
19
年
度
福
島
県
立
博
物
館
移
動
展

脇差　銘 手柄山甲斐守正繁　当館蔵

会
場
：
双
葉
町
歴
史
民
俗
資
料
館

会
期
：
10
月
13
日
（
土
）〜
11
月
25
日
（
日
）

料金：双葉町歴史民俗資料館観覧料
大人200円、高校生100円、
小中学生　無料
※11/3（土）文化の日は無料

開館時間：午前9時30分～午後4時30分
（入館は午後4時まで） 

休館日：月曜日・火曜日・第3日曜日
祝日（11/3は開館）

関連行事
まるごと体験はくぶつかん!
県立博物館のいろんな体験が楽しめる!
11月３日（土）：午後1時～午後４時
11月４日（日）：午前9時30分～午後3時

体験１　勾玉づくり
体験２　糸つむぎ、木ずるす体験
体験３　時代衣装を着てみよう！
体験４　雪国のよそおい

主な出品資料
　原山１号墳の埴輪、古代
貨幣、郷土玩具コレクショ
ン、草花鶴亀螺鈿鼓箱、泰
西王侯騎馬図屏風（複製）、
三貫地貝塚の縄文土器（複
製）など。

南山御蔵入領絵図（部分）当館蔵



○
第
八
回「
古
川
古
松
軒
と『
東
遊
雑
記
』」

講
師　

館
長

赤
坂
憲
雄
学
芸
員

佐
々
木
長
生

日
時　

一
一
月
一
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
第
九
回「
高
山
彦
九
郎
と『
北
向
日
記
』」

講
師　

館
長

赤
坂
憲
雄
学
芸
員

佐
々
木
長
生

日
時　

一
二
月
六
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
②
」

講
師　

展
示
解
説
員

渡
辺
麻
衣
子
他

日
時　

一
二
月
二
三
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

「
お
も
し
ろ
か
わ
り
絵
を
つ
く
ろ
う
」

日
時　

一
〇
月
一
三
日（
土
）

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
か
ざ
り
を
つ
く
ろ
う
」

日
時　

一
二
月
一
日（
日
）

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

一
一
月
三
日（
土
・
祝
）文
化
の
日

一
一
月
一
日（
木
）〜
一
一
月
七
日（
水
）

＊
ふ
く
し
ま
教
育
週
間
に
限
り
、
小
・
中
学
生
、
高

校
生
は
企
画
展
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
〇
月　

一
日（
月
）・
九
日（
火
）・
一
五
日（
月
）・

二
二
日（
月
）・
二
九
日（
月
）

一
一
月　

五
日（
月
）・
一
二
日（
月
）・
一
九
日（
月
）・

二
六
日（
月
）

一
二
月　

三
日（
月
）・
一
〇
日（
月
）・
一
七
日（
月
）・

二
五
日（
火
）

年
末
年
始　

一
二
月
二
八
日（
金
）〜
一
月
四
日（
金
）

季
刊
博
物
館
だ
よ
り
　
第
86号
　
2007年

10月
1
日
発
行
　
編
集
・
発
行
　
福
島
県
立
博
物
館
　
〒
965－0807　会

津
若
松
市
城
東
町
1－
25　

TEL　0242－28－6000　
印
刷
　
株
式
会
社
ア
ポ
ロ
　
会
津
若
松
市
七
日
町
14－

7　
TEL　0242－22－5139

「
け
ん
ぱ
く
の
宝
―
県
博
収
蔵
美
術
工
芸
資
料
展
」

会
期　

九
月
二
二
日（
土
）〜
一
一
月
一
八
日（
日
）

「
会
津
暦
」

会
期　

一
一
月
二
三
日（
金
）〜
一
月
二
十
日（
日
）

「
友
の
会
文
化
祭
」

日
時　

一
〇
月
二
〇
日（
土
）

午
前
一
〇
時
〜
午
後
四
時

四
季
の
イ
ベ
ン
ト「
語
り
と
調
べ
」

出
演　

お
は
な
し
お
ば
さ
ん

横
山
幸
子
さ
ん

篠
笛
演
奏
家

黒
沢
淳
子
さ
ん

日
時　

一
一
月
一
七
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

四
季
の
イ
ベ
ン
ト「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

〜
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
調
べ
」

講
師　

チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者

尾
形
純
子
さ
ん

日
時　

一
二
月
一
五
日（
土
）午
後
二
時
〜
四
時

◎
企
画
展
関
連
行
事

○
記
念
講
演
会

「
ふ
く
し
ま
に
も
い
た
！
ア
シ
カ
・
オ
ッ
ト
セ
イ

―
浜
通
り
の
化
石
に
見
る
鮮
新
世
の
哺
乳
類
―
」

講
師　

国
立
科
学
博
物
館
研
究
主
幹

甲
能
直
樹
さ
ん

日
時　

一
一
月
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
展
示
解
説
会

講
師　

学
芸
員

竹
谷
陽
二
郎

日
時　

一
〇
月
七
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

講
師　

学
芸
員

竹
谷
陽
二
郎

日
時　

一
〇
月
二
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

講
師　

学
芸
員

相
田
優

日
時　

一
一
月
三
日（
土
）

午
後
三
時
一
五
分
〜
四
時
一
五
分

講
師　

学
芸
員

相
田
優

日
時　

一
一
月
二
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

○
美
術
講
座

「
展
示
室
講
座
５　

魅
力
発
見
―
け
ん
ぱ
く
の
宝
」

講
師　

学
芸
員

川
延
安
直
小
林
め
ぐ
み

日
時　

一
〇
月
二
七
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
漆
の
技
に
挑
戦
―
南
蛮
漆
器
の
飾
り
皿
Ⅰ
」

講
師　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授

井
波
純
さ
ん

日
時　

一
一
月
二
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
漆
の
技
に
挑
戦
―
南
蛮
漆
器
の
飾
り
皿
Ⅱ
」

講
師　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授

井
波
純
さ
ん

日
時　

一
二
月
一
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
考
古
学
講
座

※「
会
津
古
墳
巡
り
」

講
師　

学
芸
員

横
須
賀
倫
達
大
竹
正
浩
他

日
時　

一
〇
月
八
日（
月
）午
前
九
時
〜
午
後
四
時

※「
高
校
生
の
た
め
の
考
古
学
基
礎
講
座
⑩
」申
込
終
了

講
師　

学
芸
員

森
幸
彦
他

日
時　

一
〇
月
一
〇
日（
水
）午
後
五
時
〜

※「
高
校
生
の
た
め
の
考
古
学
基
礎
講
座
⑪
」申
込
終
了

講
師　

学
芸
員

森
幸
彦
他

日
時　

一
〇
月
二
四
日（
水
）午
後
五
時
〜

※「
勾
玉
・
ガ
ラ
ス
玉
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
」

講
師　

学
芸
員

藤
原
妃
敏
横
須
賀
倫
達

日
時　

一
一
月
一
一
日（
日
）

午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

○
歴
史
講
座

「
シ
リ
ー
ズ
磐
梯
山
２　

磐
梯
山
と
温
泉
」

講
師　

学
芸
員

高
橋
充

日
時　

一
〇
月
六
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
シ
リ
ー
ズ
磐
梯
山
３

噴
火
報
道
と
明
治
の
新
聞
事
情
」

講
師　

学
芸
員

星
幸

日
時　

一
一
月
一
〇
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
シ
リ
ー
ズ
磐
梯
山
４

明
治
期
子
ど
も
読
み
物
と
磐
梯
山
」

講
師　

学
芸
員

佐
藤
洋
一

日
時　

一
二
月
八
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
自
然
史
講
座

※「
シ
リ
ー
ズ
自
然
史
１　

化
石
を
さ
が
そ
う
」

講
師　

学
芸
員

相
田
優

日
時　

一
〇
月
一
三
日（
土
）午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時
半

※「
シ
リ
ー
ズ
自
然
史
２　

化
石
標
本
を
つ
く
ろ
う
」

講
師　

学
芸
員

竹
谷
陽
二
郎

日
時　

一
〇
月
一
四
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

※「
鶴
ヶ
城
の
野
鳥
」

講
師　

野
鳥
研
究
家

古
川
裕
司
さ
ん

日
時　

一
一
月
一
八
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

○
保
存
講
座

※「
バ
ツ
ク
ヤ
ー
ド
か
ら
見
る
博
物
館

―
収
蔵
資
料
の
展
示
・
保
管
の
現
状
を
見
る
―
」

講
師　

学
芸
員

松
田
隆
嗣

日
時　

一
二
月
二
二
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

○
実
技
講
座

「
か
ら
む
し
の
糸
つ
く
り
」

伝
統
技
術
保
持
者

日
置
睦
さ
ん
平
田
尚
子
さ
ん

日
時　

一
一
月
四
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

※「
わ
ら
ぞ
う
り
を
つ
く
ろ
う
①
」

伝
統
技
術
保
持
者

鈴
木
幸
雄
さ
ん

日
時　

一
二
月
二
日（
日
）午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

※「
唐
人
凧
つ
く
り
」

伝
統
技
術
保
持
者

鈴
木
英
夫
さ
ん

日
時　

一
二
月
九
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

「
注
連
縄
つ
く
り
」

講
師　

伝
統
技
術
保
持
者

鈴
木
幸
雄
さ
ん

日
時　

一
二
月
一
六
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

旅
人
た
ち
の
見
た
ふ
く
し
ま

○
第
七
回「
十
返
舎
一
九
と『
金
草
鞋
』」

講
師　

館
長

赤
坂
憲
雄
学
芸
員

阿
部
綾
子

日
時　

一
〇
月
四
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」
テ
ー
マ
展
示

実
演

場
所　

体
験
学
習
室

第
３
土
曜
イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

木
曜
の
広
場

場
所　

講
堂　

入
場
無
料

体
験
講
座

※
は
要
申
込

は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！

場
所　

体
験
学
習
室

常
設
展
無
料
開
放
日

一
〇
〜
一
二
月
の
休
館
日

企
画
展
無
料
開
放
日


